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応用講座応用講座



2回目

ホームページ応用



ホームページが必要な理由

信頼の構築
詐欺対策
集客も出来る
LP置場になる



個人事業主のホームぺージに必要なコンテンツ
運営者情報
事業内容
実績
料金
お客様の声
問い合わせフォーム
プライバシーポリシー



個人事業主は、
外注してまで作ってもらう必要はない



WordPress



WordPress＋ｘサーバー

おすすめ











サイトのタイトル
サイトの名称。検索結果などに表示されるため、しっかりと考えてタイトルを付けるようにしましょう。
キャッチフレーズ
サイトの簡単な説明。どのような内容を扱っているのか、どんな目的で後悔しているのかなど、一言で
分かるWebサイトの説明を記入しましょう。





「新しい投稿へのコメントを許可する」のチェックを外します













SEO対策のための様々な設定がこれ1
つでできてしまう万能プラグイン



便利な機能が詰まったWordPressが
公式に提供しているプラグイン





タイトル
記事のタイトルです。ここで設定したタイトルが記事一覧や検索結果などに表示されるので、ひと目で内容が分かるよう
な分かりやすいタイトルを付けるのがポイントです。
ブロック
投稿のメインコンテンツとなる部分です。WordPress 5.0以降では、ブロックエディタが標準機能として使えるようにな
っていますが、後述のプラグインを使えばクラシックエディタを利用することも可能です。
カテゴリー
記事のカテゴリーを指定します。カテゴリーを使って丁寧に投稿を分類しておくと、SEO対策にも一定の効果があります。
タグ
タグはハッシュタグのような役目を果たすもので、投稿にラベルを設定することができます。必ず設定しないといけない訳で
はありません。
アイキャッチ画像
記事一覧画面や、記事の一番始めに表示される画像です。RSSフィードなどにもこの画像が使われるため、適当に設
定するのではなくオリジナリティなどを出していくとクリック数の増加に繋がります。









 サイトマップを作成する

Search Consoleに登録する

WordPressのSEO対策を強化する

人気記事一覧を表示する



stripeに載せておくべき事項





1. **支払いオプションの表示**: Stripeを使用してクレジットカードやデビットカードで支払いを受け付ける
ことを明示的に表示します。例えば、「クレジットカードでの支払いが可能です」といった表現を使います。

2. **セキュリティ対策の説明**: 顧客のデータ保護についての情報を提供します。SSL証明書の使用やセ
キュアな接続を強調し、顧客のデータが安全に保護されていることを示します。

3. **プライバシーポリシー**: 顧客の個人情報の取り扱いに関するポリシーを明示します。これにはデータ収
集、保管、利用に関する詳細な情報が含まれます。プライバシーポリシーへのリンクを提供し、顧客がいつでもア
クセスできるようにします。

4. **利用規約または取引条件**: Stripeの利用に関する規約や取引条件を提供します。顧客が支払
いを行う際の注意事項や返金ポリシーなどが含まれます。

5. **コンタクト情報**: お問い合わせ先の情報を提供します。顧客が質問や問題がある場合に、容易に連
絡できる手段を提供します。



6. **返金ポリシー**: 商品やサービスに対する返金ポリシーを明示します。顧客が支払った金額の返金やキ
ャンセルがどのように処理されるかについて説明します。

7. **料金に関する情報**: Stripeの手数料や取引に関する料金についての情報を提供します。これによ
り顧客が支払いの際の全体的な費用を理解できるようになります。

8. **クレジットカードブランドのロゴ**: クレジットカードのロゴ（Visa、MasterCardなど）を表示することで、
顧客がどの種類のカードが利用可能かを把握しやすくします。


